
く問題IV-（呈） ：道路＞

1. 道路支道特性に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.大型卒や高速道路利用交通は、長トロップ交通の割合が高い傾向がある。

b.昼夜率は、 1日24時間の交通量を昼間12時聞の交通量で割ったものである。

c. ピーク率l土、設計交通量の年主fl均交通量に対する比率である。

d.重方roi率l土、 f主復合計の交通量iこ対ナる重方向交通量ーの苦手ijf半である。

2同 歩道や自転車通行建問に関する記述として、誤っているものを昌～dのなかから濃ぴなさ

L、。
a. 自動車交通量の少ない生活道路等では、必ずしも歩道や自転車通行空間を設置する必

要はない。

b. 自転車通行空間は、自転車の利用特性、交通状況、地域における自転車ネットワーク

計画の策定内容も踏まえて設置するのが良い。

c. 「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」では、自転車ネットワークを構成

する路線で、自動主主の速度が高い道路では、自転ヰ：；と自動車を構造的に分離するもの

としている。

d. 自転車専用通行帯は、自転車と自動；~坊主車道上で構造的に分離された通行空間であ

る。

3聞 道路の構造に関する技術的基準を政令で定める理腐として、誤っているものを誼～dのな

かから選ぴなさい。

a.交通の安全性・円滑性を担保する観点から、設計王位向、建築限界、橋等の構造の全国

的な統一を図る必要があること。

b.国道等は、全国的な幹線道路織を構成し、都道府県庁所有地や政治・経済・文化上特

に藍要な都市を連絡する道として位置づけられていることから、国道等の構造につい

ては全国的な統一を図る必要があること。

c.道路構造は交通との関係が筏撲であり、特に車阿の規格との間の調整を図る必要があ

ること。

＆道路l土、公共焔設として、土地収用法を適用することが可能であり、また、道路の損

壊等には罰則が適用されるなどの国民の権利利益を制約することがあるため、構造面

からも道路の範凶を明確にしておく必要があること。



4. インターチェンジ形式の特性に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

a.平面Y型は分合流するランプの交差部分を平面交差とした不完全立体交差型であり、

出入り交通量の少ない一般道路へのインターチェンジとして用いられることが多いo

b. トランベット型は3枝交差における代表的な完全立体交差型であ号、ループランプの

配置位置によ号、 A型、 B型に区分される。

c. ターピン型は右折ランプについて準直結型4本を使った完全立体交差型であり、交通

運用ょの望ましい形態であるが、交差構造物が多くなることから工費が高くなる。

d.クローパー型は4校交差でのず企画交差を含まない完全立体交差型の基本形であり、幾

何学的に対象をなした隣接するループランプにより、安全上好ましい形式である。

5. 住宅地等における道路の構造に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選

ぴなさい。

a.ぷ行者の滞留機能としてたまり空間を確保するため、必妥に応じて、広行者の滞穏を

考慮した幅員の穣保やベンチなどの設置を行うとよい。

b. 自動率の進入を抑制するため、ハンプや狭窄部、シケイン等を必要に応じて設ける。

c.様々な歩行者にとって利便性が高く安全な移動空間を確保するため、幅員、勾配・路

面の主l主主且性等道路構造のパロアフリー化をネットワークとして連続的に行う必要が

ある。

d.防災空間としての機能を確保するため、震災等の非常時に備えて避難路、救援，消防

活動等のための空閣の確保についても考慮することが望ましい。

6. 片勾配に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.第1種、第2種および第3種の道路i土、当該道路の存する地域がその他の地域である場

合、最大片勾配は10協である。

b.第4種の道路では、片勾配を付さないことが許森されているが、その場合においても

横すべ事摩擦係数は0.15を越えないようにすべきでる。

c.片勾配を打ち切ることができる最小曲線半径は、横すべり摩擦係数の値を0.035で算

定したものである。

ι中央帯のうち分離帯を除いた{l!)J帯等の部分および路肩の部分について、車道と同ーの

片勾配を付することが非常に不経済になる場合には、ある程度異なった片勾配を付す

こと語~－ぞきる。



7. 路肩に腐する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.道路には、側帯または停車帯を設ける場合を除き、車道に接続して路肩を設ける。

b.幅員企.50m～0.75mの路清では、走行上必要な最小限度の側方余裕紹が確保される。

c.路肩は、路上施設を設けるスペースとなる。

d.路肩は、歩道等を有しない道路にあっては、歩行者の通行部分ともなる。

s剛 乗合自動車停留施設に織する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.第1種の道路でパス乗客の乗降がある場合l土、原則jとして乗合自動車停留所を設ける。

b.第4種の道路でパス乗客の乗降のため、本線の交通流を乱すおそれのない場合l土、本

線の外側車線を使用した乗合自動車停機所を設けることを基本とする。

c.乗作自動車停機所には、車道：{l!)J （路肩、停車帯、または単道｝に張り出して設ける構

造がある。

＆乗合自動単停留施設にはベンチおよび上屋を設けることが望ましく、それらを設ける

場合は、設置に必要な幅員を渉進等の有効幅員に加える必要がある。

弘 平宙線形と縦断線形の組み合わせに関する記述として、誤っているものを畠～4のなかか

ら濃ぴなさい。

a.平面曲線と縦断曲線とを重ね合わせることが望ましく、平面曲線が縦断曲線より長

く、かっ、縦断曲線を包み込bような位置にすることがよい。

b. 合成勾配i土、過小となると路面排水が速やかに行われなくなることから、最小合成勾

配としては、 0.1覧程度を確保することが望ましい。

c. 'l"面線形と縦断線形の組み合わせで、曲線半径が小さくかっ縦断勾配が大きいほど、

死傷事故率が高くなる傾向がある。

d.凹型縦断曲線のほ部に急な平面曲線を入れると、底部を過ぎてからの上り勾配が、過

度の上型勾配であるように錯覚される。

10.信号交差点における交通処理に関する記述として、誤っているものを昌～dのなかから選

ぴなさい。

a.飽和交通流率とは、信号交差点流入部において、交通需要が常に存ヂEずる状態で、停

止線を通過しうる最大交通量である。

b.有効育時間は、飽和交通流率で交通を処理できる時間である。

c.信号制御の損失時間は、車両の処理には有効に使われない時間であり、クリアランス

損失時間と滞悔損失時間からなる。

d. クリアランス時間は、原則的に信号現示が切り替わる際の黄表示と全赤表示の合計時

聞である。



11.舗装に腐する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.車道及び側帯の舗装の必須の性能指標は、疲労破壊輪数、愛性変形翰数及び平たん性

とするe

b.舗装の性能指標の値は、原則jとして、施工夜後および供用後一定期聞を経た時点の値

で定める。

c.第3種第2級の道路における車道及び側搭の舗装路面の施ぶ直後の浸透水量i土、やむを

得ない場合をのぞき、 15秒につきし000ミリリットル以上とする。

d.一方向3車線以上の道路における錦装計画交通量は、大型の自動車の方向島ljの日交通

量の70覧以上が1車線を通過するものとして、道路管理者が算定する。

12.カルパートに鱒する記述として、誤っているものを誼～dのなかから濃びなさい。

a.場所打ちボックスカルパートl土、常時での死荷重、話術盛、土庄、地盤反カ度によ号、

設計上最も不利となる状態を考慮して設計する。

b.ボックスカルパートの裳込材料は、締隠めが容易で、圧縮性が大きく、透水性があ号、

かっ水の浸入によっても強度の低下が少ない安定した材料を選ぶ。

c.土被りの小さい附性ボックスカル’パートは、供用後におけるカルパート上の路面の平

坦性を考慮し、カノレパートと盛土を一体に沈下させる直後基礎で対応するi；法を用い

ることが望ましい。

d.開中性ボックスカルパートには、コンクリートの乾燥収縮等によるひび割れを防止する

ため、基礎の条件にかかわらず原則IJlO～15m程度間隔に継ぎ手を設ける。

13.抗議柵に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.路側に設ける車両用防護柵は、車両の路外への逸脱による乗員や第三者への人的被害

を防止することを目的としている。

b.車問用防護機は涼員ljとしてたわみ性防護柵を選定するものとするが、橋紫・高架など

の構造物上に設置-tる場作など、必要に応じて則性防護柵を選定することができる。

c.車両用防護機の衝撃度算定に用いられている衝突速度は、防護柵の種別に応じて、 2昔、

30、45、5昔、師、郎、 lOOkm/hの7段階としている。

d.車問用防護搬の高さは、乗員の頭部などが防護櫛部材に夜按衝突することを防止する

ため、防護櫛の高さが乗員頭部の高さ以上とならないよう、特別な場介を除き、原則j

として1.2m以下としている。



14.切こ主のり慣に濁する記述として、誤っているものを串～dのなかから選ぴなさい。

a.切土のり面では、土質・岩質＠のり函の規模に応じて、高さ 5～10m毎に1～2m幅の

小段を設けるのがよい。

b.長大の呼面の場合は、小段を高さ2む～30温毎に広くし（隠3～4m穣度）、管理段階にお

ける点検、補修用のステップとするととが望ましい。

c.小段を設けることで、表面水を切土のり面内に浸透しにくくする。

d.小段に排水施設を設けず、維持管理上問題の少ない小規模なのち面では、小段の横断

勾配を外側｛のり面下部方向｝に5～10覧下げる構造が用いられる。

15.感ことに関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a.盛土の設計は、既往の経験や実績などに基づく千七様で設計を行う以外は、想定ナる作

用に対し、原則、盛土及び基礎地盤の安定性を照査する。

b.盛土の設計に当たっては、盛土の設置地点の言者条件、形式等によって、自革、載f荷重、

降雨の影響、地震の影響などの荷議を適宜選定する。

c.盛土のり面では、のり肩からま垂直距離5～7m程度下がることに紹1～2m程度の小段

を設け、小段の勾配を5～10需程度つけるととを標準とする。

d.小段排水溝に鉄筋コンクリートU型側溝を用いる場合、のり肩排水溶とほぼ同じ構造

であり、小段ののり粛に近接させて配置する。

16.中央帯に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a.往復の交通流を分離するととにより、対向車線への逸走による議大事故を防止すると

ともに、道路中心線側の交通抵抗を減少させ高速度の走行を可能とする。

b.転回｛日夕ーン）等を防止し、交通流の乱れをなくして安全性を高める。

c.市街地形成、防災、景観形成機能を有したシンボル道路形成の一部となる。

d.収容空間として地下駐車場の出入口や平面駐車場を設置することができない。



17.普通道路の車線の幅員に関する記述として、誤っているものを畠～4のなかから選びなさ

L、。
a.第1種の道路において、標準的な車線幅員は、第1級、第2級Jえび第3級の道路に対し

て3.50盟、第4級の道路に対して3.25mである。

b.第2種の道路において、第1級の道路の車線組員は、 3.50mと規定しているがやむを

得ない場合においては、 3.25mに縮小することができることとしている。

c.第3種及び第4種の道路において、車線幅員は、第3種第1級については3.50血、第3種

第2級、第4種第l級については3.25m、第3種第3級、第4種第2級および第4種第3級

については3曲、第3種第4級については2.75mである。

d.第3種第5級および第4種第4級の道路は、道路構造令上は車線がなく車道のみで構成

される道路であり、率問のすれ違いは原則として非常駐車帯で行われる。

18.歩道、自転車道等の幅員の決定に濁する記述として、誤っているものを誼～dのなかから

選びなさい。

a.歩道、自転車道等の幅員の決定にあたっては、歩行者等の安全かつ快適な通行を磯保

するために、多様な利用形態を勘案して十分な幅員を有するとととする。

b.歩道等の幅員は、歩行者等の移動円滑化のため、路上施設や縁石等を含め、歩行者が

通行可能な幅員（有効組員）を、できるだけ連続して幅広く確保することが望ましい。

c.乗作自動；it玉停機所（パス停機所）付近でi土、乗降客：のための空間を穣保し、歩行者等と

交錯しないようにする必要がある。

4幹線道路で歩行者・自転車の交通量が特に少ない場合は、路肩の幅員を半路肩ないし

はそれ以上とすることにより、ぷ行者や自転車の通行空間とすることもできる。

19.往復分離2車線構造の決定に関する記述として、誤っているものを昌～dのなかから選ぴ

なさいa

a.前後区聞が非分離の暫定2車線で、道路構造の不連続性により安全かっ門滑な通行に

支障がある場合には、完成2車線道路への非分離構造の採用について考慮する。

b.低速車によるサーピス速度低下を考慮し、自動車の通行の円滑性を穣保するため、必

要に応じて、ゆずり車線、登板車線のいずれかの設置を検討する。

c.事故などによる自動車の通行への影響を抑えるため、事故発生時等の交通運用を考慮

して中央帯関口部、非常駐車帯を設置する。

d.積雪地域においては、冬期の自動車の通行を確保するため、必要に応じて除排雪や堆

考のための幡を考慮した横断面構成とする。



20.道路構造令の基本となる規定に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

a.設計車両について、普通道路では、種級に応じて小型車、普通自動車、セミトレーラ

連結率の通行を考慮ナる。

b.中央帯について、第1種、第2種、第3種第1級は往復分離する。その他の4；車線以上

の道路は必要な場合は分離する。ただし、第1種の2車線道路では分離しないことが

できる。

c.歩道について、歩道の幅員は、歩行者交通量が多い道路では3.5m以上、その他の道

路では2.5m以上とする。ただし、紹員は当該道路の歩行者の交通の状況を考慮して

定めることができる。

d.縦断勾配について、道路の区分と設計速度に応じて定められた値とする。ただし、や

むを得ない場合には特例値まで拡大できる。

21. ラウンドアパウトに隠する記述として、誤っているものを昌～dのなかから濃びなさい。

a.専ら車両の通行の用に供する部分のうち、環状を形成している部分を環道という。

b.環道における車両の安全かつ円滑な遂行を確保するために、ラウンドアバウトの中央

部に設ける島状の施設を分離島という。

c.環道のみでは通行困難な普通自動車またはセミトレーラ連結率が通行の用に供して

も良い部分をエプロンという。

d.単路部と環道を接続する部分を流出入部といい、流出入部は単路部から環道へ流入す

る流入部および環道から単路部へ流出する流出部より構成される。

22.以下の記述のうち、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a. 1IL線｛登坂車線、屈折主主線及び変速車線を除く。〕の数が4以上である第3種又は第4種

の道路には、必婆に応じ、関道を設けるものとする。

b.停車帯の幅員i土、 2.5mとするものとナる。ただし、自動車の交通量のうち大型の自

動車の交通量の占める割合が低いと認められる場合においては、 1.5mまで縮小する

こと語~－ぞきる。

c.合成勾配は、当該道路の設計速度に応じて設定されるものであるが、設計速度が

50km/hの場介、作成勾配は10.5覧以下とナるものとする。

d.第3種第5級の道路には符遊所を設けるものとし、待避所相互聞の距離を300m以内と

する。ただし、交通に及ぼす支障が少ない道路についてはこの限りではない。



23.積嘗寒冷地における道路の構造に関する記述として、誤っているものを畠～dのなかから

選ぴなさい。

a.車道の有効幅員について、冬場でも車道の有効幅員を確保できるよう、地域の積雪深

等に応じて、効率的な除排雪のための堆雪幅を確保した号、必要に応じて流雪溝や消

毒患雪施設を設援する。

b閉路面凍結などによる安全性や円滑性の低下への配慮から、冬期の路面状況を考慮、した

勾阻など適切な線形を採用する。

c.気象の変化しやすい峠などではチェーン脱着場や道路情報提供装置、気象観測装置、

交通遮断施設なども必婆に応じて設置する。

d.歩道等の有効幅員について、冬期でも歩行者の遂行のための有効幅員を穣保できる堆

雪幅を確保する必要はない。

24.道路線形を決定するよでの配慮すべき記波として、誤っているものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

a.地形および地域の土地利用との調和

b.線形の連続性

c.平面線形、縦断線形および横断構成の調和

4園交通の円滑性、快適性、利便性

25.横断歩道計画の原則的事項に関する記述として、誤っているものを畠～誌のなかから選ぴ

なさいa

a.横断歩道はできるだけ車道に夜角に設置寸る。

b.横断歩道はできるだけ交差点の中心部に寄せるロ

c.横断歩道の長さは20m以下とすることが望ましい。

d.横断歩道の幅員は、原則として幹線道路相互の交差では4盤、細街路相互の交差では3

m会最小とする。

26.盛土工の地下排水工iこ関する記述として、誤っているものを昌～dのなかから選びなさい。

a.地下排水港は盛上内に浸透してくる地下水や地表面近くの浸透水を集めて排水する

ための構造ロ

b.水平排水層は盛土内の浸透水を排除するため、必要に応じて盛土の一定厚さごとに設

置する構造。

C幅基盤排水層は路面からの浸透水を排除するため、必要に応じて地山の表面に設置する

構造。

d. しゃ断排水層は平地部や切土部の道路で地下水fなが高く水の供給量が多い場介に、路

盤よりも下方に設置して路盤ないし路床に浸透する水をしゃ断する構造。



27.落石予防エに該当しないエ種を轟～dのなかから選びなさい。

a. '7イヤロープ掛＿［

b. ロックボルト工

c.絞悶め工

d. ロックシェッド

おのり罰狙斜粛の災害発生雲寺における応急対策エに闘する記述として、誤っているものを畠

～dのなかから選びなさい。

a.二次災害の発生の恐れ、作業の安全性を確認し、二次災害の防止を第一に考慮する。

b.迂回道路の有無を考慮する。

c.応急対策工が本復旧工として利用できるか、本復旧工の施工時に大きな手戻りを牧じ

なし、かを考慮する。

4材料手配等の状況は無関係にして応急対策i；の選定を行う。

お排水施設の点検に闘する記述として、誤っているものを誼～4のなかから選びなさい。

a.路面の安全性を確保するための点検須田i土、路面排水の排水状況等を点検することで

あるo

b.の哲面の洗掘・崩壊を紡止寸るための点検項目l土、降雨夜後の排水路設の排水状況、

のり面の浸食状況等を点検するととである。

c.擁壁の崩壊を防止するための点検頃日は、水抜き穴からの排水状況を点検することで

ある0

d.横断排水の透水性を穣保するための点検項目i土、のり商からの湧水状況の変化を点検

するととである。

30.平荷受差点の停止線位置に関する記述として、誤っているものを誼～dのなかから選びな

さい。

a.停止線は、原則として車道中心線に直角に設置する。

b.横断渉進がある場合は、その手前5m程度の位置に設置するo

c.交差道路側の走行車両をf分な見通し距離をもって視認できる佼置に設置十るo

d.交差点での二輪車の巻き込み紡止には、二段停止線を設置する場合がある。




